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セカンドオピニオン会開催報告
聖路加国際病院、東京慈恵会医科大学付属病院のご協力をいただき、

平成 16年１月 18 日（日）、東京ウィメンズプラザにおいてセカンドオピニオン会が開催されました。

参加者は、外科医、放射線科医、腫瘍内科医、それぞれの立場からの意見を伺うことができ

有意義であったとのことでした。
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No. 年齢
手　術 病理組織検査結果 再 /発転移

年 方法 種類 グレード リンパ節転移 ホルモンレセプター  HER2/neu 有無 年 部位

1 34 歳
2003 年
５月

（平成 15 年）

非定型
同時再建 粘液がん 2 有 陽性 2+ 無 - -

2 36 歳
2003 年
10 月

（平成 15 年）
非定型 乳頭腺管がん 3 有

（1/27） 陽性 調査中 無 - -

3 64 歳
2003 年
１月

（平成 15 年）
非定型 充実腺管がん 2 有

（9/13）
ER 境界域
PR 境界域 0 無 - -

4 66 歳
1997 年
２月

（平成 9年）
乳房温存 硬がん 無 陽性 0 有 2003 年 12 月

（平成 15 年） 乳房内再発

5 62 歳
2002 年
８月

（平成 14 年）
非定型 充実腺管がん 3 有 3+ 有 2003 年 7 月

（平成 15 年） 鎖骨上部

6 68 歳
2003 年
９月

（平成 15 年）
乳房温存 小葉がん 有

（9/14） 陽性 1+ 無 - -

7 55 歳
1996 年
9 月

（平成 8年）
乳房温存 乳頭腺管がん 無 不明 0 有

1999 年４月
（平成 11 年）
～現在

鎖骨下リンパ節
胸膜
骨

8 46 歳
2003 年
11 月

（平成 15 年）

乳房内
腫瘤切除

臨床所見：非浸潤がん
病理所見：乳管内乳頭腫

9 64 歳
2002 年
７月

（平成 14 年）
非定型 3 有

（14/20） 陰性 3+ 有 2003 年 7 月
（平成 15 年） 肺

10 48 歳
初診
2003 年
12 月

手術前 左乳腺：腫瘤・多発石灰化・多発のう胞を認める　　　穿刺吸引細胞診：クラス２
右乳腺：腫瘤病変を疑う所見・多発のう胞を認める　　MRI 検査：非浸潤がんの疑いもあり

11 54 歳
1988 年
12 月

（昭和 63 年）
非定型 乳頭腺管がん 1 有 陽性 0 有

2002 年２月
（平成 14 年）
2003 年５月
（平成 15 年）

骨

12 63 歳
1997 年
１月

（平成 9年）
非定型 硬がん 3 有

（1/30） 陽性 不明 無 - -

● 参加者の症例紹介●
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受けた治療
質問事項 添付資料

術前 術後 再発 /転移後

無 CEF
タキソテール -

●抗がん剤・放射線・ホルモン剤が妊娠
に与える影響について

別紙 4枚
フィルム 15 枚

無
ゾラデックス
タモキシフェン

CAF
-

●抗がん剤について
●治療後の妊娠について

別紙 4枚
フィルム２枚

無 CMF -
●抗がん剤について
●ホルモン治療について

別紙 4枚
病理診断書 1枚

無 アフェマ アリミデックス（予定）
放射線（放射線）

●放射線とハーセプチンについて
別紙 4枚
病理診断書２枚
紹介状１枚

無 CEF

放射線
ハーセプチン
タキソール

ファルモルビシン

●一度に使う抗がん剤の種類について
別紙 4枚
メモ２枚
フィルム

無

エンドサキン
５FU
放射線

アリミデックス

-
●抗がん剤治療と放射線+ホルモン治療
との差について

別紙 4枚
説明書 1枚

ノルバデックス
ノルバデックス
抗がん剤
放射線

アフェマ /ヒスロン
アリミデックス
放射線 /タキソール

●抗がん剤について
●骨髄圧迫で動けなくなる可能性は

別紙 4枚
フィルム 5枚
病理診断書 1枚

●本当に非浸潤がんではなかったのか

別紙３枚
フィルム 11 枚
プレパラート 1
病理診断書 1枚

無 CAF 無
（代替医療）

●ハーセプチンと放射線について
別紙 4枚
フィルム 5枚
他３枚

●組織検査について

フィルム（マンモ）２枚
エコープリント２枚
診療情報提供書 1枚
検査記録３枚、他３枚

無 CMF
アレディア
アリミデックス
アロマシン /放射線

●放射線の線量について

別紙 4枚
フィルム４枚
病理診断書２枚
MRI 検査書１枚、他１枚

無 ノルバデックス -
●ノルバデックス服用期間と効果につい
て

別紙 4枚
血液検査書 1枚

●ご協力いただいた医療機関と先生方●

　　【聖路加国際病院】  　　　【東京慈恵会医科大学付属病院】

中村清吾先生（外科医長）　　　 　吉田和彦先生（乳腺・内分泌外科診療部長）

関口健次先生（放射線科医長）　　　小林　直先生（臨床腫瘍部診療副部長）

榎戸克年先生（外科）  　小林雅夫先生（放射線治療部）

宮本道子さん（外科外来看護師）


